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労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
№２２４ ２０１９年４月３０日

ＪＡＬ １日も早い、解雇争議解決を
５月２９日（水） 都内６駅頭宣伝行動18:0:00～19:00

ＪＡＬ本社大包囲・要請行動
５月３０日（木） １８：１５～１９：００

通
年
採
用
拡
大
は
通
年
解
雇
の
裏
側

経
団
連
は
本
気
で
解
雇
自
由
を
迫
る

採
用
と
と
も
に
終
身
雇
用
に
つ

い
て
も
、
変
え
る
時
期
に
来
て

い
る
と
強
調
し
た
。
「
終
身
雇

用
う
ん
ぬ
ん
は
社
会
の
習
慣
。

企
業
か
ら
見
る
と
、
一
生
雇
用

を
続
け
る
と
い
う
保
証
書
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

中
西
会
長
は
産
学
協
議
会
の

会
合
後
、
記
者
団
に
対
し
、「
終

身
雇
用
が
限
界
に
来
て
い
る
」

と
挑
発
し
た
。
財
界
の
通
年
雇

用
は
通
年
解
雇
の
裏
側
。
い
つ

で
も
雇
用
、
い
つ
で
も
解
雇
の

攻
撃
が
具
体
化
し
て
い
る
。

労
働
者
を
カ
ネ
で
解
雇
で
き

る
日
が
迫
っ
て
き
た
。
労
働
力

の
移
動
が
自
由
化
さ
れ
、
低
賃

金
で
働
く
外
国
人
労
働
者
が
日

本
に
来
る
。
派
遣
労
働
を
拡
大

さ
せ
、
解
雇
規
制
を
緩
和
さ
せ

る
。
再
就
職
の
た
め
の
支
度
金

と
引
き
換
え
に
い
つ
で
も
解
雇

で
き
る
制
度
を
進
め
て
い
る
。

経
団
連
は
４
月

日
、
採
用

22

と
教
育
の
在
り
方
を
大
学
と
話

し
合
う
産
学
協
議
会
の
第
２
回

会
合
を
開
き
中
間
報
告
を
取
り

ま
と
め
た
。「
春
の
新
卒
一
括
採

用
に
偏
り
過
ぎ
て
い
る
慣
行
か

ら
脱
却
、
多
様
な
方
式
に
よ
る

採
用
へ
の
移
行
」
が
必
要
と
提

言
し
た
。
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
で
目

立
つ
通
年
採
用
が
広
が
る
見
通

し
で
、
学
生
の
就
職
活
動
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。

報
告
は
政
府
の
未
来
投
資

会
議
の
議
論
に
反
映
さ
せ
る
。

現
在
の
一
括
採
用
か
ら
、
海

外
か
ら
夏
ご
ろ
に
帰
国
す
る

留
学
生
に
と
っ
て
、
大
企
業

の
採
用
活
動
が
終
わ
っ
て
い

て
不
利
に
な
る
な
ど
、
手
法

が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
変
更
を
協
議
を

進
め
て
い
る
。

報
告
は
「
学
生
個
人
の
意

思
に
応
じ
た
、
複
線
的
で
多

様
な
採
用
形
態
に
、
秩
序
を

も
っ
て
移
行
す
べ
き
で
あ
る
」

と
明
記
。
留
学
を
含
め
学
生

が
学
業
に
専
念
で
き
る
時
間

を
確
保
で
き
る
就
職
・
採
用

方
法
に
改
め
、
大
学
教
育
を

春
闘

生
活
改
善
で
き
な
い
低
額
回
答

19中
小
は
２
千
円
台
（
定
昇
込
み
）
が
主
流

連
合
は
、
４
月

日
、

春
闘
第
４

16

19

回
回
答
集
計
を
公
表
し
た
。
ま
た
、
経

団
連
も
４
月

日
に
第
１
回
集
計
を
公

23

表
し
た
。
生
活
改
善
に
ほ
ど
遠
い
低
額

は
、
労
働
者
に
落
胆

を
与
え
た
。
そ
れ
で

も
連
合
は
、
「
賃
上
げ

の
流
れ
は
依
然
と
し

て
維
持
さ
れ
て
い
る
」

と
強
気
の
コ
メ
ン
ト

を
発
す
る
。

経
団
連
は
、
大
企

業
の
業
種
別
サ
ン
プ

ル
で
集
計
し
て
お
り
、

参
考
に
な
る
代
物
で

は
な
い
。

個
別
交
渉
第
一
主

義
に
な
っ
て
い
る
春

闘
に
生
活
改
善
が
で

き
る
賃
上
げ
は
不
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

経
団
連
は
、
「
舌
は

出
し
て
も
賃
上
げ
は

№
！
」
の
姿
勢
を
崩

そ
う
と
し
な
い
。

企
業
と
大
学
の
共
通

理
解
で
実
現
し
て
い

く
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
。
経
団
連
の
就
活

ル
ー
ル
は

年
春
入

20

社
（
今
の
大
学
４
年

生
）
を
最
後
に
廃
止

し
、

年
春
入
社
以

21

降
は
政
府
が
主
導
す

る
。経

団
連
の
中
西
宏

明
会
長
は
新
卒
一
括



４
月

日(

木)

、
日

25

本
教
育
会
館
（
東
京
千

代
田
区
）
で
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環

境
第

回
総
会
が
開
か

21

れ
た
。
そ
の
前
段
に
は
、

原
水
爆
禁
止
日
本
会
議

第

開
会
総
会
も
開
か

94
れ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
平
和
セ
ン
タ
ー
は
、

斉
藤
隆
靖
代
表
、
芝
崎

眞
吾
副
代
表
、
宮
川
敏

一
事
務
局
次
長
の
３
人

が
原
水
禁
総
会
か
ら
出

席
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
の

総
会
は
、

時
か
ら
開

15

会
（
原
水
禁
総
会
は
13

フォーラム平和総会でユニオン平和の加盟承認

認
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
総
会
で

は
、
新
加
盟
し
た
組
織
が
紹
介

さ
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
平
和
斉
藤
隆

靖
代
表
（
写
真
）
が
壇
上
に
立

ち
、
ユ
ニ
オ
ン
平
和
の
紹
介
と

加
盟
承
認
の
お
礼
を
述
べ
た
。

原
水
禁
総
会
、
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
総
会
に
お
い
て
、
役
員
人

事
が
確
認
さ
れ
、
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
常
任
幹
事
に
滝
沢
寿
隆
事

務
局
長
。
執
行
委
員
に
芝
崎
眞

吾
副
代
表
が
就
い
た
。
原
水

禁
日
本
会
議
の
常
任
執
行
委

員
に
は
、
芝
崎
眞
吾
副
代
表

が
就
い
た
。
私
た
ち
は
、
他

民
族
、
多
文
化
共
生
、
平
和

と
労
働
者
の
権
利
が
守
れ
れ

る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
く
こ

と
を
追
及
、
出
席
者
の
決
意

を
新
た
に
持
っ
て
閉
会
し

た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
を
参

考
に
し
て
い
る
人
で
は
、
内
閣

支
持
率
は
高
く
、
憲
法
改
正
に

も
前
向
き
。
朝
日
新
聞
が
実
施

し
た
郵
送
世
論
調
査
で
、
こ
う

し
た
実
態
が
浮
か
ん
だ
。

政
治
や
社
会
の
出
来
事
に
つ

い
て
の
情
報
を
得
る
と
き
、
参

考
に
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
六
つ
の

選
択
肢
か
ら
複
数
回
答
で
選
ん

で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
テ
レ
ビ
」

が

％
、
次
い
で
「
新
聞
」
が

88％
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ

65ュ
ー
ス
サ
イ
ト
」
は

％
。「
ラ

51

ジ
オ
」

％
、「
雑
誌
」

％
、

18

13

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

％
と

12

続
い
た
。

こ
の
中
で
、
「
ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
」
や
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
だ

け
を
参
考
に
し
て
い
る
人

（
全
体
の
５
％
。
以
下
「
ネ

ッ
ト
限
定
層
」
と
す
る
）
だ

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
参
考
に
す
る
人
、

内
閣
支
持
高
め

利
用
層
は

代
以
下
半
数

30

平
和
と
労
働
者
の
権
利
が

守
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

け
を
限
定
す
る
と
あ
る
傾
向

が
あ
っ
た
。

「
ネ
ッ
ト
限
定
層
」
の
内

閣
支
持
率
は

％
で
、
全
体

60

の

％
と
比
べ
て
高
か
っ
た
。

43
憲
法
を
「
変
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
答
え
た
の
は

％
を

68

占
め
た
（
全
体
は

％
）
。
安

38

倍
内
閣
の
政
策
で
「
景
気
・

雇
用
」
を
評
価
す
る
人
が
多

か
っ
た
。
参
院
選
の
比
例
区

で
「
政
党
支
持
」
を
聞
く
と
、

自
民
が

％
（
同

％
）
を

64

43

占
め
、
立
憲
民
主
は

％
（
同

10

％
）
だ
っ
た
。
左
派
層
の

17ネ
ッ
ト
利
用
率
の
低
い
さ
が

現
れ
て
い
る
。

時
）
し
、
福
山
真
劫
共

同
代
表
の
挨
拶
で
は
じ

ま
っ
た
。「
総
が
か
り
行

動
に
代
表
さ
れ
る
安
倍

政
権
打
倒
の
動
き
は
、

ま
だ
叶
っ
て
い
な
い
。

労
働
者
が
前
に
出
て
国

民
を
扇
動
す
る
大
き
な

う
ね
り
が
求
め
ら
れ
る
」

な
ど
と
労
働
運
動
の
踏

み
込
み
を
励
ま
し
た
。

地
域
ユ
ニ
オ
ン
と
合

同
労
組
の
共
同
体
で
、

「
平
和
と
憲
法
を
守
り

続
け
よ
う
」
と
３
月
15

日
に
、
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
平
和
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
た
。

ユ

ニ

オ

ン

ネ

ッ

ト

平

和

セ

ン

タ

ー

は

直

ち

に

平

和

フ

ォ

ー

ラ

へ

の

加

盟

手

続

き

を

済

ま

せ

、

４

月

11

日

の

常

任

幹

事

会

で

加

盟

が

承


